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三陸の海・岩手の会	 北本誠一 
今年伊達市で食品基準値 100Bq/Kgを超えるセシウムが検出されました。生柿をあんぽ柿
に加工するとセシウムが濃縮されますが、それ以上のセシウムが検出されており、浮遊粉

じんが疑われています。 
浮遊粉じんが原因であれば、伊達市の環境放射能降下物についても多いことが予想されま

す。 
福島県の降下物モニタリング結果情報月間降下物に、伊達市富成(富成公民館)のデータがあ
ります。(図 1・2) 
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16025d/teiji-kokabutsu.html 
それによると伊達市は、周辺市町村に比べて特に高いことがわかります。特に居住制限区

域に指定された飯舘村伊丹沢(飯舘村役場)よりも高くなっています。 
Ｈ25・Ｈ26年のデータも公開されていますが、同じような傾向が見られます。 

 
図.1	 H27年月間降下物環境放射能測定結果 
 



図.2	 月間降下物試料採取地点 
伊達市が高い原因はわかりませんが、過去に伊達市の降下物が急上昇した事例が報告され

ていましたので引用します。 
 
	 2012年 1・2月の伊達市の放射能性降下物量は、福島より少ないものの、3・4月には突
然福島の 10倍程度まで急増した後、5月には約 3倍、6月は同程度に急減した。急増の
原因は、ちょうど 3・4月に実施された調査地点付近の里山の除染工事であった可能性が
高い。 

 
粒子状放射性物質の再浮遊と移流による２次汚染	 飽本一裕 P-24 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jhps/49/1/49_17/_pdf 
 
 

伊達市と福島市の 3・4月のデータから 10倍になっていることが確認出来ます。 
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec_file/monitoring/m-5/taikikoukabutu121126.pdf 



 
表.１	 大気降下物モニタリング調査結果Ｈ24 


